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は
じ
め
に

長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
人
口
動
向
、
建

設
費
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
と
人
材
不
足
な

ど
社
会
経
済
が
変
革
期
を
迎
え
、
首
都
圏
鉄

道
網
も
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
の
増
加
、
久
々
の
新
線
着

工
、
東
京
メ
ト
ロ
の
民
営
化
な
ど
、
新
た
な

局
面
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
う
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

１
．
人
口
動
向
と
鉄
道
需
要

結
論
か
ら
言
え
ば
、
当
分
東
京
圏
の
人
口

は
増
え
続
け
、
需
要
は
改
善
す
る
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
後
の
利
用
者
行
動
の
変
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が
国
勢
調
査
ご
と
に
予
測
し
た
東

京
圏
、
東
京
都
の
人
口
は
毎
回
大
幅
な
過
小

推
計
で
あ
っ
た
（
図
１
）。
２
０
２
０
年
国

調
デ
ー
タ
に
よ
る
推
計
も
す
で
に
過
少
推
計

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
鉄
道
会
社
も
含
め
て
多
く
の
経
営
者

は
予
測
値
を
信
じ
、
さ
ら
に
安
全
側
の
消
極

的
経
営
判
断
を
し
が
ち
で
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
東
京
23
区
か
ら
の
人
口

流
出
も
２
０
２
１
年
か
ら
回
復
が
み
ら
れ
、

25
年
に
は
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
見
込
み

で
あ
る
（
図
２
）。
多
く
の
予
想
に
反
し
、

在
宅
勤
務
者
は
減
少
し
（
図
３
）、
在
宅
勤

務
日
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
（
表
1
）。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
経
験
か
ら
、
快

適
な
通
勤
環
境
へ
の
利
用
者
の
欲
求
は
高
ま

り
、
着
席
通
勤
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は
増
し

て
い
る
。
ま
た
、
勤
務
後
の
飲
食
は
戻
っ
て

き
て
い
る
も
の
の
２
次
会
は
減
少
し
、
22
時

時
以
降
の
混
雑
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

反
面
、
18
時
頃
の
混
雑
は
増
し
て
い
る
。

２
．
都
市
圏
の
鉄
道
の
課
題

1 

鉄
道
網
整
備

東
京
圏
の
都
市
鉄
道
は
世
界
最
高
と
の
評

価
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
の
区

間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
、
相
互
直
通
区

間
に
波
及
し
、
更
に
、
利
用
者
が
他
の
経
路

に
移
行
す
る
結
果
、
他
路
線
に
も
混
雑
と
遅

れ
が
波
及
し
、
高
密
（
高
頻
度
）
運
行
の
た

め
に
遅
れ
の
回
復
に
長
時
間
か
か
る
と
い
う

現
象
が
多
発
し
て
い
た
。
施
設
の
老
朽
化
に

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
期
か
ら
需
要
が
回
復
す
る

と
、
早
晩
、
こ
の
よ
う
な
現
象
の
再
発
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
都
市
計
画
の
規
制
緩
和
に
よ
る
高

層
建
築
の
増
加
は
、
鉄
道
駅
へ
の
旅
客
集
中

を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
臨
海
部
の
路
線
や
東

京
圏
西
側
の
環
状
路
線
の
不
足
が
顕
在
し
つ

つ
あ
る
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
埼
玉
高

速
、
大
江
戸
線
な
ど
の
延
伸
も
大
幅
な
利
便

増
進
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
整
備

に
対
す
る
国
の
予
算
不
足
や
自
治
体
間
の
合

意
形
成
不
足
で
意
思
決
定
が
出
来
ず
に
い

る
。
パ
リ
が
３
０
０
km
、
ロ
ン
ド
ン
が
１
０

０
km
の
新
線
計
画
を
有
す
る
の
に
対
し
、
東

京
圏
で
は
、
鉄
道
の
概
成
説
と
い
う
誤
解
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2 

沿
線
の
魅
力
向
上

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
郊
外
市
街
地
で

は
、
若
い
世
代
の
誘
致
に
よ
る
世
代
ミ
ッ
ク

ス
型
へ
の
変
換
が
必
要
で
あ
る
。
税
金
を
財

源
と
す
る
自
治
体
に
よ
る
、
若
い
世
代
の
誘

致
に
は
限
界
が
あ
る
の
に
対
し
、
鉄
道
会
社

は
様
々
な
沿
線
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
鉄
道
事
業
と
非
鉄
道
事
業
の
両
方
の

収
益
確
保
の
た
め
に
世
代
ミ
ッ
ク
ス
型
沿
線

地
域
の
維
持
は
必
須
で
あ
る
。
住
宅
の
み
な

ら
ず
、
商
店
や
飲
食
店
も
経
営
者
の
高
齢
化

が
問
題
で
あ
る
が
、
都
市
再
開
発
に
よ
り
、

住
宅
地
で
は
若
い
世
代
の
入
居
が
、
ま
た
、

商
業
地
で
は
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
く

る
。
近
年
、
進
め
ら
れ
る
高
架
下
の
魅
力
的

空
間
づ
く
り
や
、
ノ
ー
ラ
ッ
チ
化
（
※
）
に

よ
る
駅
空
間
の
使
い
方
な
ど
、
再
開
発
に
も

新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

地
方
部
か
ら
の
流
入
人
口
の
大
部
分
は
、

大
学
進
学
時
と
就
職
時
の
若
い
年
齢
層
で
あ

り
、
首
都
圏
の
北
方
向
、
東
方
向
の
路
線
沿

線
へ
の
流
入
が
、
西
方
向
の
路
線
沿
線
よ
り

少
な
い
た
め
、
結
果
的
に
埼
玉
県
、
千
葉
県

方
面
の
若
年
層
の
人
口
流
入
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
大
学
の
立
地
も
西
側
の
方
が
多
い

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
一
方
、
路
線
間
の

人
口
移
動
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０
か
ら
２

０
１
５
年
に
か
け
て
、
西
側
路
線
か
ら
他
路

線
へ
の
純
流
出
（
流
出
マ
イ
ナ
ス
流
入
）
が

始
ま
っ
た
が
、
２
０
１
５
か
ら
２
０
２
０
年

で
は
そ
の
傾
向
が
更
に
強
ま
っ
て
い
る
（
図

４
）。
こ
の
よ
う
な
路
線
間
競
争
に
加
え
て
、

都
心
の
住
宅
コ
ス
ト
の
上
昇
の
た
め
共
稼
ぎ

で
収
入
の
多
い
世
帯
以
外
で
は
購
入
が
難
し

※改札を通過せずに異なる鉄道会社を利用できること。
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に
基
づ
く
政
治
的
判
断
に

よ
り
、
都
市
鉄
道
予
算
の

極
端
な
不
足
が
続
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
既
に
整
備

が
始
ま
っ
た
有
楽
町
線
延

伸
、
南
北
線
延
伸
、
東
急

多
摩
川
線
（
蒲
蒲
線
）
延

伸
に
つ
い
て
も
、
現
在
の

予
算
規
模
で
は
完
成
時
期

は
大
幅
に
遅
れ
、
そ
れ
は

大
き
な
社
会
経
済
的
損
失

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
こ

そ
費
用
便
益
分
析
の
必
要

性
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

図 1 　国立社会保障・人口問題研究所の人口推計と実績図2 　東京 23区への転入超過数の推移

表 1 　テレワーク実施頻度の推移（2019〜 2024年）

年 2019 2020 2021 2022 2023 2024

日 /週 0.27 0.46 0.51 0.42 0.37 0.32
国土交通省都市局「令和 6 年度テレワーク人口実態調査」データから作成
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図3 　テレワーカーの推移（平成30（2018）～令和6（2024）年度）

出典：国土交通省都市局「令和 6 年度テレワーク人口実態調査」
東京メトロ銀座線渋谷駅ホーム



MINTETSU AUTUMN 2025  6

く
、
ま
た
、
子
育
て
世
代
で
は
遠
距
離
通
勤

は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
各
鉄
道
会
社
は
沿
線

の
ど
こ
で
再
開
発
を
進
め
る
か
、
ど
の
よ
う

な
客
層
に
対
す
る
沿
線
魅
力
を
向
上
す
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

3 

必
要
な
投
資
が
で
き
る
運
賃
水
準

所
得
水
準
が
高
く
て
負
担
能
力
の
高
い
首

都
圏
の
運
賃
が
、
他
都
市
よ
り
安
価
な
の

も
、
バ
ス
よ
り
鉄
道
の
初
乗
り
運
賃
が
安
い

の
も
需
要
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
費
用
が
増

加
し
、
需
要
が
減
少
す
れ
ば
運
賃
は
物
価

へ
の
影
響
云
々
で
は
な
く
改
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
非
鉄
道
事
業
の

黒
字
経
営
を
理
由
に
運
賃
改
定
に

否
定
的
な
意
見
が
出
る
が
、
鉄
道

の
総
括
原
価
に
よ
る
運
賃
改
定
制

度
へ
の
理
解
を
マ
ス
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。
多

様
な
事
業
展
開
、
研
究
開
発
投
資

や
、
自
動
運
転
な
ど
の
経
営
効
率

化
を
す
れ
ば
運
賃
が
低
く
な
る
の

で
は
、
経
営
努
力
に
対
す
る
逆
イ

ン
セ
ン
テ
イ
ブ
に
な
る
。

株
式
市
場
で
は
、
人
口
減
少
期

を
迎
え
る
鉄
道
事
業
の
将
来
性
は

な
い
か
の
論
調
が
み
ら
れ
る
が
、

適
正
な
運
賃
水
準
の
下
で
の
、
国

内
外
に
お
け
る
鉄
道
と
多
様
な
沿

線
事
業
の
組
み
合
わ
せ
と
、
そ
れ

に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、
他
の
産

業
分
野
に
比
べ
て
、
持
続
性
の
あ

る
安
定
成
長
分
野
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
鉄
道
も
、
都
市
開
発
も

長
期
的
な
資
本
回
収
を
す
る
分
野
で
あ
り
、

短
期
的
収
益
を
求
め
る
株
主
の
意
見
に
従
っ

て
い
て
は
、
将
来
に
対
す
る
判
断
を
誤
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

4 

人
材
・
技
術
力
と
国
際
化

少
子
化
と
若
者
の
職
業
選
択
の
変
化
に
加

え
て
、
働
き
方
改
革
の
影
響
で
、
鉄
道
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
な
ど
の
人
材
不
足
が
ま
す

ま
す
深
刻
に
な
る
。
こ
の
分
野
の
外
注
化
を

進
め
た
た
め
に
、
給
与
水
準
が
低
く
な
り
、

企
業
規
模
か
ら
も
若
者
の
新
期
採
用
が
よ
り

難
し
く
な
っ
た
。
外
国
人
の
採
用
に
向
か
う

も
の
の
、
い
い
人
材
の
確
保
と
適
切
な
教
育

実
施
は
容
易
で
は
な
い
。
外
国
人
と
共
に
働

き
、
指
導
で
き
る
日
本
人
の
現
場
職
員
の
育

成
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
年
度
よ
り
、JARTS

（
海
外
鉄
道
技

術
協
力
協
会
）
が
海
外
の
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
働
く
日
本
人
育
成
事
業
を
開
始
し
、
更

に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
力
し
て
外
国
人
材
を

教
育
す
る
制
度
を
始
め
た
。
海
外
経
験
に
よ

り
、
視
野
が
広
が
り
、
専
門
家
と
し
て
の
能

力
を
高
め
、
外
国
人
と
働
く
こ
と
を
経
験

し
、
自
信
を
つ
け
る
な
ど
人
材
育
成
効
果
は

極
め
て
大
き
い
。
技
能
研
修
生
を
ブ
ロ
ー

カ
ー
任
せ
で
は
な
く
、
自
ら
人
選
し
、
彼
ら

を
現
場
で
指
導
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
。
外

国
人
も
技
能
研
修
生
の
後
、
母
国
で
の
専
門

事
業
会
社
を
設
立
さ
せ
、
彼
ら
と
共
同
で
国

内
や
海
外
諸
国
で
の
事
業
展
開
を
す
れ
ば
、

研
修
生
の
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
と
な
り
、
日
本

の
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
も
海
外
展
開
の
能
力

を
大
き
く
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
鉄
建
建
設
で
実
行
さ

れ
て
お
り
、JAPACO

N

（
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
輸
出
に
対
す
る
国
土
交
通
大
臣
表
彰
）

の
２
０
２
４
年
度
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
外
の
多
く
の
人
材
を

確
保
し
、
技
術
力
や
専
門
性
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
、
事
業
の
発
展
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。

鉄
道
市
場
で
の
競
争
力
に
関
し
て
、
設
定

ダ
イ
ヤ
で
は
な
く
列
車
間
隔
制
御
や
、
自
動

運
転
な
ど
で
後
れ
を
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
投
資
に
対
す
る
運
賃
裁
定
上
の
配
慮

や
、
自
動
運
転
規
制
の
見
直
し
な
ど
、
技
術

革
新
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
政
策
が
求
め
ら
れ

る
。
半
面
、
安
全
性
、
信
頼
性
、
効
率
性
や

沿
線
開
発
と
多
様
な
事
業
展
開
な
ど
我
が
国

の
鉄
道
運
営
に
対
す
る
国
際
的
評
価
は
高

い
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
運
賃
収
受
シ
ス
テ

ム
の
技
術
開
発
や
そ
の
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る

事
業
展
開
も
含
め
て
、
海
外
展
開
す
る
こ
と

が
、
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
の
明
る
い
未
来
に

つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

5 

防
災
対
策
　

防
災
対
策
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
首
都

圏
直
下
型
地
震
で
ど
こ
か
の
鉄
道
区
間
で
被

害
が
発
生
す
る
と
、
旅
客
は
別
の
路
線
に
転

換
し
、
想
定
外
の
駅
に
旅
客
集
中
が
発
生
す

る
。代
行
バ
ス
は
鉄
道
路
線
ご
と
で
は
な
く
、

他
社
の
路
線
へ
の
バ
ス
運
行
が
求
め
ら
れ
、

ま
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
派
遣
さ
れ
た

全
国
の
貸
し
切
り
バ
ス
は
、
規
制
緩
和
の
結

果
、
小
規
模
会
社
の
ツ
ア
ー
バ
ス
と
な
り
、

災
害
時
の
派
遣
は
困
難
で
あ
る
。
路
線
バ
ス

の
運
行
を
休
止
し
て
車
両
と
運
転
者
を
調
達

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
緊
急
時
に
そ
の
よ
う

な
調
整
が
で
き
る
体
制
は
整
っ
て
い
な
い
。

地
球
環
境
に
よ
る
東
京
湾
の
水
位
上
昇
は

60
㎝
と
の
予
測
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
高
潮

や
津
波
高
さ
は
２
m
以
上
必
要
と
な
る
。
東

京
都
は
高
潮
堤
の
嵩
上
げ
を
決
定
し
た
が
、

河
川
堤
防
の
嵩
上
げ
な
し
に
は
下
町
の
ゼ
ロ

m
地
域
の
浸
水
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
結
果
、

地
下
鉄
網
は
都
心
ま
で
浸
水
し
、
車
両
避
難

な
し
に
は
地
下
鉄
車
両
が
数
年
間
運
行
不

能
に
な
る
。
車
両
を
事
前
に
避
難
さ
せ
る
た

J
R
東
海
道
線

2.5%

沿線以外から

他路線から

他路線へ流出
東
急
東
横
線

2.3%

東
急
田
園
都
市
線

0.9%

小
田
急
小
田
原
線

1.2%

京
王
本
線

2.2%

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

5.0%

J
R
中
央
線

2.5%

西
武
新
宿
線

1.7%

西
武
池
袋
線

1.4%

東
武
東
上
線

1.5%

J
R
東
北
本
線

1.8%

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線

4.5%

東
武
伊
勢
崎
線

1.4%

J
R
常
盤
線

1.8%

京
成
本
線

1.6%

東
武
野
田
線

1.8%

J
R
総
武
線

0.8%

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

3.3%

東京圏外から

他路線から流入

図4 　沿線別人口に対する転入超過数 (2015-2020)� 出典：運輸総合研究所　都市鉄道調査
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め
に
は
相
直
路
線
の
本
線
上
に
避
難
す
る
必

要
が
あ
り
、
水
害
前
か
ら
東
京
圏
の
鉄
道
網

が
マ
ヒ
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゼ
ロ
m
地
域
の

人
々
は
24
時
間
前
か
ら
鉄
道
で
の
避
難
が
必

要
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
矛
盾
す
る
状

況
に
対
す
る
調
整
の
体
制
も
必
要
で
あ
る
。

３
．
東
京
メ
ト
ロ
の
特
性
と

　
　

事
業
展
開
へ
の
期
待

1 

東
京
メ
ト
ロ
の
特
性
と
可
能
性

特
性
の
第
１
は
、
都
心
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
が
故
の
有
利
さ
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の
大

き
さ
で
あ
る
。

23
区
が
転
入
人
口
超
過
で
あ
る
限
り
需
要

増
が
続
き
、
再
開
発
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
増
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
、
更
に
は
、
先

の
図
４
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
他
路
線
に
対
す

る
競
争
力
な
ど
、
良
好
な
経
営
環
境
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。
在
宅
勤
務
と
人
々
の
行
動
変

容
に
よ
る
定
期
外
旅
客
の
回
復
が
遅
れ
て
い

る
が
、
本
年
度
に
は
コ
ロ
ナ
前
の
収
益
に
戻

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
収
益
力
を
、

如
何
に
長
期
的
収
益
に
つ
な
が
る
投
資
戦
略

に
向
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
方
の
鉄
道
会
社
が
東
京
で
ホ
テ
ル
事
業
を

展
開
し
た
り
、
郊
外
部
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
が
進
ん
で
き
た
の
を
見
る
と
、
東
京
メ
ト

ロ
は
自
社
の
沿
線
以
外
に
も
非
鉄
道
事
業
の

余
地
は
あ
り
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
事
業
展
開
も

あ
り
え
よ
う
。

東
京
メ
ト
ロ
の
第
２
の
特
性
は
、
ほ
と
ん

ど
の
路
線
が
相
互
直
通
路
線
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
自
社
線
の
み
な
ら
ず
各
社
の

沿
線
の
活
性
化
が
東
京
メ
ト
ロ
に
と
っ
て
も

重
要
で
あ
る
。
か
つ
て
私
鉄
各
社
は
、
山
手

線
な
ど
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
乗
り
換
え
が
多

く
、
技
術
的
に
も
先
導
し
て
い
た
国
鉄
と
の

関
係
を
重
視
し
て
い
た
。
国
鉄
は
、
自
社
路

線
だ
け
で
は
な
く
、
首
都
圏
全
体
の
鉄
道
網

に
対
す
る
関
心
と
使
命
感
を
有
し
て
い
た
。

現
在
は
、
ダ
イ
ヤ
編
成
、
車
両
や
信
号
の
整

合
性
、
運
賃
収
受
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
相
互
直

通
す
る
東
京
メ
ト
ロ
と
の
関
係
が
最
も
重
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
東

京
メ
ト
ロ
に
は
、
首
都
圏
の
鉄
道
網
全
体
に

対
し
、
ま
た
全
国
の
地
下
鉄
の
雄
と
し
て
も

技
術
的
、
制
度
的
な
先
導
役
と
し
て
の
使
命

感
と
役
割
を
社
員
が
自
覚
し
て
い
る
事
が
期

待
さ
れ
る
。

東
京
メ
ト
ロ
の
第
３
の
特
性
は
、
非
鉄
道

事
業
の
少
な
さ
で
あ
る
。
地
下
鉄
の
ほ
と
ん

ど
が
道
路
下
の
た
め
用
地
が
な
く
、
道
路
敷

地
内
で
の
非
鉄
道
事
業
の
営
業
が
規
制
さ
れ

て
い
た
の
で
、
多
様
な
事
業
展
開
の
余
地
が

少
な
か
っ
た
。
２
０
１
９
年
の
東
京
都
に
よ

る
、
地
下
鉄
駅
周
辺
開
発
に
際
し
て
地
下
の

歩
行
者
駅
前
広
場
の
建
設
を
す
べ
き
と
い
う

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
世
界
に
例
の
な
い
空
間
を

生
み
出
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
虎
ノ
門
新

駅
の
Ｕ
Ｒ
に
よ
る
新
た
な
事
業
ス
キ
ー
ム
と

道
路
事
業
と
の
協
同
は
、
地
下
と
２
階
レ
ベ

ル
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
変
さ
せ

た
。
東
京
メ
ト
ロ
に
と
っ
て
、
再
開
発
事
業

に
合
わ
せ
た
地
下
空
間
の
活
用
や
、
再
開
発

ビ
ル
の
床
の
取
得
に
よ
り
、
非
鉄
道
事
業
の

空
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

2 

東
京
メ
ト
ロ
へ
の
期
待

２
．
で
述
べ
た
都
市
圏
の
鉄
道
の
課
題

の
ほ
と
ん
ど
は
東
京
メ
ト
ロ
の
課
題
で
も
あ

る
。
混
雑
・
遅
延
対
策
と
早
期
回
復
策
、
運

賃
改
定
と
運
賃
収
受
シ
ス
テ
ム
、
自
動
運
転

と
移
動
閉
塞
な
ど
技
術
開
発
、
人
材
確
保
と

技
術
力
の
維
持
・
向
上
、
魅
力
的
空
間
づ
く

り
、
海
外
展
開
、
防
災
施
策
等
々
で
あ
る
。

加
え
て
、
線
路
空
間
を
生
か
し
た
事
業
へ

の
展
開
の
可
能
性
も
大
き
い
。
例
え
ば
、
か

つ
て
早
稲
田
駅
の
工
事
中
の
湧
水
を
副
都
心

線
で
目
黒
川
ま
で
通
し
て
お
り
、
埼
玉
高
速

鉄
道
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
線
で
は
荒
川
の
水
を

通
し
て
綾
瀬
川
の
浄
化
に
使
っ
て
い
る
。
現

在
下
水
容
量
は
75
㎜
の
降
水
量
対
応
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
50
㎜
が
限
界
で
あ
る
地
域

が
多
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
頻
繁
に
道
路
な
ど

が
冠
水
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
容
量
を
超
過

す
る
雨
水
は
下
水
処
理
場
を
経
由
せ
ず
に
河

川
や
海
に
垂
れ
流
さ
れ
、
汚
染
物
が
堆
積
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
再
開
発
ビ
ル
な
ど
で
は

雨
水
貯
留
槽
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
雨
水
利
用
に
必
要
な
以
上
を
流
す
パ

イ
プ
が
あ
れ
ば
、
貯
留
槽
は
小
さ
く
で
き
て

建
築
物
の
効
率
化
と
な
り
、
ま
た
道
路
の
冠

水
も
減
少
す
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
対
象
は
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
。
鉄
道
通
信
の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
残
容
量
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
東
京
メ
ト
ロ
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
新
幹
線
の
路
線
に
設
置

す
れ
ば
、
多
く
の
企
業
と
我
が
国
の
半
分
以

上
の
人
口
を
カ
バ
ー
し
、
全
国
的
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
容
量
不
足
に
貢
献
で
き
る
。
電
力

も
通
信
も
、
独
占
的
な
企
業
が
保
有
し
て
い

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
使
用
料
金
を
競
争
企
業

育
成
の
た
め
に
規
制
し
た
結
果
、
今
は
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
容
量
が
不
足
し
て
い
る
。
５

Ｇ
の
全
国
展
開
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
た
め

に
は
通
信
容
量
の
拡
充
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

４
．
お
わ
り
に

東
京
圏
の
鉄
道
網
の
機
能
低
下
は
す
な

わ
ち
我
が
国
の
活
力
低
下
を
招
く
も
の
で
あ

り
、
そ
の
成
長
に
は
時
代
に
合
わ
せ
た
鉄
道

網
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

に
反
す
る
の
が
、
都
市
鉄
道
は
概
成
し
た
と

い
う
思
考
や
、
予
算
が
な
い
か
ら
整
備
は
不

可
能
だ
と
い
う
論
議
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大

宮
・
新
宿
間
の
新
幹
線
な
し
に
は
、
北
海
道
、

東
北
、
上
越
、
北
陸
方
向
の
容
量
確
保
と
安

定
的
輸
送
に
支
障
が
あ
る
こ
と
は
専
門
家
に

は
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
臨
海
地
下
鉄
整

備
と
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
延
伸
が
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
し
、
そ
の
一
体
整
備
な
し
に

は
臨
海
地
下
鉄
の
車
両
基
地
の
整
備
が
難
し

い
こ
と
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
採
算
性
が
取
れ
な
い
と
か
、
建

設
費
が
高
い
と
い
う
理
由
で
意
思
決
定
さ
れ

ず
に
先
延
ば
し
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
鉄
道
会
社
は
鉄
道
と
沿
線
で
の
多

様
な
事
業
経
験
を
生
か
し
た
海
外
展
開
の
大

き
な
可
能
性
を
有
し
、
海
外
か
ら
も
歓
迎
さ

れ
て
い
る
。
人
口
減
少
で
将
来
性
が
な
い
か

の
議
論
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
の

成
長
に
対
す
る
努
力
を
期
待
し
た
い
。


